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P1

　　　　　　　　　代表取締役社長　中村俊之

５、販売商品の情報管理に努めて環境配慮型商品の販売に努めます。
６、環境配慮型商品、グリーン購入法に沿った商品の使用に努めます。
７、省エネルギー、省資源化を推進するとともに、廃棄物削減と再資源化に努めます。
８、地域社会との調和を図り、地球環境の保全に努めます。
９、お客様のニーズを把握し、様々な要因から効率的な仕事環境の改善提案、環境
　　配慮型商品の販売に取り組みます。

　この環境経営方針は、全従業員へ周知徹底するとともに社外に公表致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年　10月1日　

　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　中村

　　環境配慮型商品の提案営業を推進します。

地球と住み良い社会の構築に向け、良き企業市民としての社会的責任を果たします。

行動指針

　当社は紙と包装資材等の流通企業として、洋紙、板紙、紙製品、包装資材、包装
関連機材、物流機器等の販売を通じて環境負荷の低減に努め、以下の行動に基づき
資源の保護と循環型社会の構築に貢献します。
１、環境関連の法規制および取引先・業界・地域社会等との同意事項を遵守します。
２、事業活動、販売する商品、及びサービスに関わる環境側面を常に認識し、環境
　　目標を設定し定期的な見直しと継続的な改善に努めます。
３、従業員への環境教育・啓蒙活動を継続的に行い環境意識の向上を図ります。
４、環境負荷の少ない商品の販売に努め、古紙の再資源化の推進、再生紙の販売促進

1.環境経営方針

環境経営基本理念

　株式会社中村は、地球環境の保全が人類共通の永遠な重要課題である事を認識し、
企業活動と地球環境の健全な保全との調和を目指します。責任と感謝の念をもって
安全、安心頂ける商品の販売に努めます。そして自然と資源の保護に努め、豊かな
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５）事業規模
　　売上金額　　…　１１億６００万円
　　従業員数　　…　２７名（パートも含む）
　　建物総面積　…　１８８２㎡
　　敷地面積　　…　３２３４㎡
　　
６）実施機関
　　７２期　２０２１年１０月１日から２０２２年９月３０日まで

　　長野県　飯田市　下殿岡　４５４番地１０
　　TEL　０２６５－２８－１２３４（代）
　　FAX　０２６５－２８－１２３８

３）環境管理責任者
　　環境管理責任者　　松下政弘
　　環境管理事務局　　宮内克人

４）事業の内容
　　紙と包装材料および包装機械・物流機器の販売

　　E－mail    info@kknakamura.net

２）所在地　連絡先

2.事業活動の概要

１）事業者名および代表者名
　　株式会社　中村
　　代表取締役社長　中村　俊之



・環境経営に関する統括責任者
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認
・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基ずく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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　3.1　環境経営組織図及び役割、責任、権限
更新日　2020年11月25日

代表者（社長）

環境管理責任者

環境事務局

環境管理委員

営業部（企画室） 総務部 物流部

代表者
社長　中村　俊之

環境管理責任者
部長　松下　政弘

環境事務局
宮内克人

部門長

全従業員

役割、責任、権限



3名

　3.2　株式会社中村　組織図　　　２０２２，１０，１

社長

環境管理委員 環境管理責任者 品質管理責任者 主任内部監査員

6名 松下部長 杉浦常務 松下部長

内部監査員

松下部長　兼務

物流部門長 営業部門長 総務部門長 企画部門長

中村社長　兼務 松下部長 笹木部長 松下部長兼務

企画室構成員　

物流部署長 営業1課部署長 営業2課部署長 物流部署長

物流部構成員　 営業1課構成員 営業2課構成員 総務部構成員　

企画室　室長

村松課長 杉浦常務 松下部長 笹木部長



4.　前期までの実績と今期の目標及び中長期計画 ※電力の二酸化炭素排出係数は0.378を使用

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

129,808 122,753 39,655 37,877 50,702 46,672 2,354 1,942 160 159 395 357

対比

評価

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

122,675 123,996 37,858 38,342 46,626 46,808 1,941 1,961 160 168 355 398

対比

評価

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

123,917 131,265 38,323 39,873 46,761 47,957 1,960 2,528 168 148 396 428

対比

評価

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

131,181 39,853 47,909 2,527 148 427

対比

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

131,103 39,830 47,861 2,525 147 425

対比

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

131,025 39,810 47,813 2,523 146 423

対比

・中長期計画は前年度実績をを基準として作成する
・過去３年間にわたっての目標と実績を掲載する、目標は前年の数値を参考にして今年度の目標を決定をしている

焼却ごみ（kg)

７１期

二酸化炭素排出量（kg-CO2）

７０期

電力購入量（kWh) 水使用量(㎥）燃料使用量（ℓ）

99.42% 90.38%

〇 〇 〇 〇 〇

７２期

灯油使用量（ℓ）

105.93% 104.04%

× ×

102.56% 128.98%

101.08% 101.28% 100.39% 101.03%

94.57% 95.52% 92.05% 82.50%

108.08%

× × 〇 ×

７３期

0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

〇

0.00% 0.00%

105.05% 112.11%

× × × × × ×

88.14%

環境配慮製品の販売

・脱プラ商品の情報を広く収集し、提案で
きる先へのアプローチをする

〇
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・脱プラ商品の販売の推奨をして、
菓子向けの袋の２点の実績がある
・環境配慮型ＰＰＣや洋紙の提案

〇

・菓子、土産関連へ紙袋の提案、　　　納
入事例が定期的にある

商品の情報収集の為に勉強会を行う

・菓子、土産関連へ紙袋の提案、　　　納
入事例が定期的にある

商品の情報収集の為に勉強会を行う

・菓子、土産関連へ紙袋の提案、　　　納
入事例が定期的にある

商品の情報収集の為に勉強会を行う

0.00% 0.00%

７５期

0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

７４期



5.1　当期実績
承認 作成

松下 宮内

軽油・CO2基準（前期） 6,540 5,323 6,192 4,980 5,448 6,354 5,900 5,608 5,434 6,060 5,513 5,751

基準年度CO2累計 6,540 11,863 18,055 23,035 28,483 34,837 40,737 46,345 51,779 57,839 63,352 69,103

７２期CO2排出量 6,101 5,459 6,349 5,544 5,153 6,768 5,555 5,417 5,787 5,926 5,257 5,943

　   削減目標 CO2排出量累計 6,101 11,560 17,909 23,453 28,606 35,374 40,929 46,345 52,133 58,058 63,315 69,258

69059.12 　対比 単月 93.3% 102.6% 102.5% 111.3% 94.6% 106.5% 94.1% 96.6% 106.5% 97.8% 95.3% 103.3%

単位　Ｋｇ 　対比　累計 93.3% 97.4% 99.2% 101.8% 100.4% 101.5% 100.5% 100.0% 100.7% 100.4% 99.9% 100.2%

ガソリン・CO2基準（前期） 2,459 1,930 2,578 1,910 2,204 2,284 2,474 2,071 2,391 2,457 2,704 2,482

基準年度CO2累計 2,459 4,389 6,967 8,877 11,081 13,365 15,839 17,910 20,301 22,758 25,462 27,944

７２期CO2排出量 3,012 2,393 2,666 2,870 2,419 2,921 2,256 2,902 3,374 2,901 2,417 2,941

　   削減目標 CO2排出量累計 3,012 5,405 8,071 10,941 13,360 16,281 18,537 21,439 24,812 27,714 30,131 33,072

27926.26 　対比 単月 122.5% 124.0% 103.4% 150.2% 109.8% 127.9% 91.2% 140.1% 141.1% 118.1% 89.4% 118.5%

単位　Ｋｇ 　対比　累計 122.5% 123.1% 115.8% 123.2% 120.6% 121.8% 117.0% 119.7% 122.2% 121.8% 118.3% 118.4%

電気量・CO2基準（前期） 1,237 2,105 2,743 2,752 2,468 2,378 1,583 1,202 1,229 1,479 1,585 1,301

基準年度CO2累計 1,237 3,342 6,085 8,837 11,305 13,683 15,266 16,468 17,697 19,176 20,761 22,062

７２期CO2排出量 1,366 2,096 2,675 2,701 2,538 2,562 1,885 1,203 1,328 1,387 1,523 1,372

　   削減目標 CO2排出量累計 1,366 3,462 6,136 8,838 11,376 13,938 15,823 17,026 18,353 19,741 21,264 22,636

22047.92 　対比 単月 110.4% 99.6% 97.5% 98.2% 102.8% 107.7% 119.1% 100.1% 108.0% 93.8% 96.1% 105.4%

単位　Ｋｇ 　対比　累計 110.4% 103.6% 100.8% 100.0% 100.6% 101.9% 103.6% 103.4% 103.7% 102.9% 102.4% 102.6%

灯油・CO2基準（前期） 0.0 67.3 1373.1 1206.1 1582.4 657.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

基準年度CO2累計 0.0 67.3 1440.4 2646.5 4228.9 4886.8 4886.8 4886.8 4886.8 4886.8 4886.8 4886.8

７２期CO2排出量 0.0 119.6 2352.4 1647.2 1644.7 535.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　   削減目標 CO2排出量累計 0.0 119.6 2472.0 4119.2 5763.8 6299.6 6299.6 6299.6 6299.6 6299.6 6299.6 6299.6

4883.70 　対比 単月 0% 178% 171% 137% 104% 81% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

単位　Ｋｇ 　対比　累計 0% 178% 172% 156% 136% 129% 129% 129% 129% 129% 129% 129%

７１期ＣＯ２排出量単月 10,236 9,425 12,886 10,848 11,702 11,674 9,957 8,881 9,054 9,996 9,802 9,534

７１期ＣＯ２排出量累計 10,236 19,661 32,547 43,396 55,098 66,772 76,729 85,610 94,664 104,660 114,462 123,996

７２期目標　（　単月　）　 単月目標 10,230 9,419 12,878 10,841 11,695 11,666 9,951 8,875 9,048 9,990 9,796 9,528

７２期CO2排出量 （月間） 単月実績 10,479 10,067 14,041 12,762 11,755 12,787 9,696 9,521 10,489 10,214 9,197 10,256

月間対比 102.44% 106.88% 109.04% 117.72% 100.51% 109.60% 97.44% 107.28% 115.92% 102.25% 93.88% 107.64%

総合評価 評価 × × × × × × 〇 × × × 〇 ×

７２期目標　（　累計　） 累計目標 10,230 19,649 32,527 43,368 55,063 66,729 76,680 85,555 94,604 104,593 114,389 123,917

７２期CO2排出量実績累計 累計実績 10,479 20,547 34,588 47,350 59,105 71,892 81,588 91,109 101,598 111,812 121,009 131,265

年間目標　１２３，９１７ｋｇ以下 累計対比 102.44% 104.57% 106.34% 109.18% 107.34% 107.74% 106.40% 106.49% 107.39% 106.90% 105.79% 105.93%

総合評価 評価 × × × × × × × × × × × ×

７１期　販売実績（千） 91,405 107,183 88,996 69,592 92,786 90,759 96,809 69,135 82,283 78,197 73,930 84,968 1,026,049

ＣＯ２/売上x１０００ 111.99 87.94 144.79 155.88 126.12 128.63 102.85 128.46 110.03 127.83 132.58 112.21 120.85

７２期　販売実績（千） 84,163 113,932 98,873 74,644 88,277 113,910 98,976 70,421 93,249 82,068 91,131 90,529 1,106,794

ＣＯ２/売上x１０００ 124.51 88.36 142.02 170.98 133.16 112.25 97.97 135.20 112.48 124.46 100.92 113.29 118.60

第７２期CO2排出量/数値評価表　（期間　２０２１年１０月１日～２０２２年９月３０日）

二酸化炭素の排出量（目標  ） １０月 １1月 １2月 １月 2月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

・軽油　ＣＯ２排出量　

・ガソリン　ＣＯ２排出量

・電気量　ＣＯ２排出量

・灯油　ＣＯ２排出量

前年度(７１期）実績

・環境会議にて単月、累計の目標数値に対して達成していれば○、未達成は×を記入する。

販売金額/ＣＯ２排出量
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5.2　目標達成手段

社用車の整備、点検、整頓と使用燃料、燃費の把握 全部署 事務局 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 燃費計測表 継続し管理をして行く

エコドライブの実施　・営業、配送ルートの効率化 全部署 村松課長 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 改善されつつある

エアコン、ボイラーの効率的な利用 環境委員 笹木課長 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 更に検証をする

デマンド計での電気使用量管理　 環境委員 笹木課長 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● デマンド計測表 継続

ストーブ・扇風機のスポット活用　・クールビズ、ウォームビズ推進　 総務部 白金 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 継続

エアコンの簡易点検の実施　（３ケ月に１回） 環境委員 事務局 ● ● ● ● エアコン点検実施表 特に問題なし、継続

節水活動の啓蒙、洗車機使用の徹底 総務部 環境管理責任者 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 洗車機の活用

計測可能な数値の把握、掲示 環境委員 事務局 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 数値評価表

ゴミの分別の徹底 全部署 下平 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ゴミ分別のしおり 廃棄時のチェックをする

廃棄物排出量の数値の把握、保管 環境委員 事務局 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● マニフェスト 随時対応をする

販売製品の簡易包装の実施 物流部 清水主任 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 継続

環境配慮型商品の情報収集　（朝礼・営業会議・戦略会議など） 営業部 松下部長 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 会議、朝礼での情報

環境配慮型商品の販売、顧客への提案 営業部 松下部長 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 商品紹介の継続

環境配慮型事務用品の購入、ＰＰＣの故紙使用と使用後の再生化 総務部 湯澤 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 再利用を継続

販売品化学物質のＭＳＤＳの取得保管 営業部 笹木課長 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 随時対応をする

危険物（灯油）の保管と管理 総務部 笹木課長 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〃

教育訓練計画の策定 環境委員 松下部長 ● 教育訓練計画書

各部署ごとの５Ｓ活動のチェック 各部署 事務局 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ５Ｓチェック表 継続をする

防災訓練 全部署 清水主任・下平 ● 年に一回の継続

環境委員の緊急事態を想定した訓練の実施、掲示版確認 環境委員 松下部長 ● 〃

環境活動レポート作成 環境委員 事務局 ○ 環境レポート

環境に対する苦情、要望の受付、記録 環境委員 環境管理責任者 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 苦情受付記録 随時対応をする

社内外の緑化事業、歩道清掃活動（毎月１回） 全部署 環境管理責任者 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 月に１回　継続

環境関連法規のまとめ、チェック 環境委員 環境管理責任者 ● 関連法規取りまとめ表 チェックをして行く

外部委託調査の確認、マニフェスト等の保管 環境委員 環境管理責任者 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● マニフェスト 随時対応をする

各種データ集計結果の検証、是正検討 環境委員 環境管理責任者 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議事録

部署目標の進捗　　総務…無駄な出力やコピーを控える ● ●

　　　　　　　　　　　　営業…燃費１％向上、脱プラ商品の情報収集と提 　 ● ●

　　　　　　　　　　　　物流…ノー残業ＤＡＹを作る ● ●

環境会議の実施(月1回） ・環境レビュー会議（１０月） 環境委員 環境管理責任者 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 会議議事録

４月

承認 作成

第７２期　環境目標・目標達成手段・責任者・活動チェック表　（７２期期間　２０２１年10月１日～２０２２年９月３０日） 松下 宮内

環境目標 目標達成手段/具体的な活動 責任部署 責任者 １０月 活動の評価

二酸化炭素排出量の削減
（軽油、ガソリン、電気、
灯油、水）

廃棄物排出量削減

環境配慮型商品の販売、購
入、使用

有害化学物質使用量削減

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 記録類１１月 １２月 １月 ２月 ３月

・チェックとして活動が予定通り出来ていれば○を塗りつぶし●とする。出来ない場合は計画の○のままにする。　●で記入できない場合は判断できる状況にする。

各部署、入社のタイミング

環境コミュニケーション

環境関連法規の取りまとめ

環境会議 全部署 環境管理委員 議事録 各部署での検証をする

教育訓練

各部署，階層の教育訓練の実施（目標に対しての理解を深める） 全部署 事務局 教育訓練報告書



１、二酸化炭素排出量の削減
項目 活動内容

・使用量の目標を設定し結果を検証 × ・台数が増えた分の数量が増えた、売上の増加の影響も出る
・エコドライブ、方面別の効率的な配送 〇 ・効率的な配送を継続する、ハイブリット者の購入検討
・ミスを減らす × ・ＩＳＯを共同でミスを減らし、余分な仕事、使用量を増やさない
・燃費計算を各自で行い、意識付けをする 〇 ・今後も継続をして行く
・使用量の目標を設定し結果を検証 × ・目標未達、冬場に増加をしてしまう
・ボイラー、エアコンの効率的な使用 × ・冬季の使用量が増加、スポット的にストーブ、扇風機を使用する
・クールビズ、ウォームビズの実施 〇 ・クールビズ、ウォームビズは実施できている
・扇風機、ストーブのスポット対応 〇 ・夏場、冬場共にスポット的に使用をしている
・無駄な残業を減らす（ノー残業デー実施） × ・売り上げ増加に伴い増えている、残業が減るような体制作り
・使用量の目標を設定し結果を検証 × ・使用数量が増加してしまう
・ボイラーの効率的な利用（エアコンと併用） 〇 ・設定温度を決めてエアコンとの併用をする
・焼却炉の使用日を決める 〇 ・毎日の使用から数日に一回の使用に変更をする

２、水の使用量の削減
・使用量の目標を設定し結果を検証 〇 ・目標はクリアできた
・洗車時に洗浄機などを使用し節水 〇 ・利用ができている、継続をする
・節水の啓蒙 〇 ・コロナやインフルエンザ防止の為に手洗いを徹底する

３、焼却ごみの削減
・使用量の目標を設定し結果を検証 × ・目標未達
・紙のリサイクル化に努める（再生用箱） 〇 ・事務所で紙の再利用化（リサイクル）の為に専用箱を使用している
・ごみ箱の分別をして管理をする 〇 ・委員が定期的にチェックし、会議にて報告をしている

焼却ごみの削減

5.3　環境活動の取り組みの結果と評価,改善

評価　　反省　課題　改善

給油量の削減

電気使用量の削減

水使用量の削減

灯油使用量の削減



４、環境配慮型商品の販売
項目 活動内容

・再生紙、再生の封筒の提案と販売 〇 ・官庁を中心に印刷屋、文具店と協力して販売、提案ができている
・再生トナーの販売強化 〇 ・毎月データを取り販売強化をしている

・紙をベースとした袋の商品の販売が出来た、商品の勉強会を開催
　今後も脱プラ商品の提案を継続していく

・ＳＤＧｚ取得に合わせて顧客への啓蒙 〇 ・名刺への記載、取り組みの案内などができている
・不要な紙の回収をし、廃棄業者にて家庭紙を作成、販売といった
　持続可能な商品提案をするが、回収等の問題が今後の課題となる

５、教育訓練
項目 活動内容

・営業部　…　環境配慮型商品の販売　　来年度も継続をする
・物流部　…　ノー残業デＤＡＹの実施　来年度も継続をする
・総務部　…　無駄な出力を削減する　　来年度も継続をする

・５Ｓの実施（各部署毎にて実施） 〇 ・実施できている、今後も継続をする
・緊急訓練 〇 ・９月に実施する、朝礼時に消火器の使用方法、設置個所の確認
・環境配慮型商品の使用 〇 ・廃棄前の紙等を出力用の紙として利用をする
・環境委員の設備のパトロール 〇 ・消化機器、灯油タンク、土嚢、合併浄化槽などの点検ができている
・エアコン設備の点検 〇 ・環境委員が年に４回の実施、特に異常は無し
・環境整備 〇 ・月の１回の環境整備、年に１回の全体環境整備の実施

６、代表者の全体の取り組み状況の評価及び見直し（環境レビュー）
項目 活動内容

・環境レビュー会議の実施 〇 ・年間の報告、未達項目に関しての改善の話し合い
・環境方針の変更の有無 ・変更無し

・CO2の排出量の増加は売り上げが伸びたこともあるが、売上当たりに
　関しては問題は無い、今後も販売を上げながら排出量を削減出来る
　様に良い方策などを検討して下さい。

評価　　反省　課題　改善

環境レビュー
・代表者の評価、見直し

評価　　反省　課題　改善

環境配慮型商品
の販売

評価　　反省　課題　改善

教育訓練、
緊急訓練の実施

〇・各部署ごとに項目を決めて活動をする

・脱フイルム（ポリ系）商品の提案

・持続可能な商品販売の提案

〇

×



作成

宮内

許可 届出 書面等 確認
運搬 契約書 〇
処分 許可証 〇
運搬 契約書 〇
処分 許可証 〇

マニフェストの交付

産業廃棄物管理票交付等状況報告 第一二条三7 知事 総務 報告書 〇

合併浄化槽の保守、点検、清掃 2ヶ月/1回 報告書 〇
清掃（くみ取り） 年1回 報告書 〇

法廷年次点検の実施 年1回 報告書 〇

届け先
飯田市環境課

第四類第二石油類
貯蔵タンク942ℓ

廃棄時 依頼書発行
３年間保存 引取書保存

〇

総務

点検等
担当
部署

知事

知事

遵守評価届出・資格等

届出書類

産廃収集業者の許可の確認

産廃収集運搬、処理業者の許可の確認

第一四条一二項

〇

松下

〇

〇事故無し

マニフェスト 〇

総務

総務

総務

総務

エアコン・冷蔵庫

対象外確認

第十四条の二の2
事故時の処理

第一二条事業者の処理
第一三条の三産業俳句物

管理票

一般廃棄物（紙
屑、焼却灰等）

契約書許可
証につき１

回/年

マニフェス
ト新機交付
時又は月末

総務

エアコン

承認

6.　環境関連法規制と遵守評価記録 2022年　9月30日

規制の名称

第八条保守点検
第九条清掃　十条浄化槽

管理者の義務
十一条定期点検

25人槽浄化槽法

１回/年

廃棄物処理法

B2、D、E票の保管（5年）B2票90
日、E票180日以内に送付の無い場合

は30日以内へ知事へ報告

第一四条一二項

保管、60ｘ60ｃｍ以上の表示

要求事項 関連法令・条例 該当設備

廃棄物保管規則七条3

P6

フロン排出抑制法

総務

消防法
第９条の四　危険物の指

定数量の届け出
総務伊賀良消防署

水質汚濁防止法 貯油施設の事故時の処置と届出

少量危険物貯蔵所の設置届出

事故発生時

業務用冷凍空調機器（エアコン・冷蔵
機器）の適正管理、点検の実施

廃棄時におけるフロン類の工程管理の
為に書類交付、保存

定格7.5kw未満の為、
対象外を確認

回収時依頼書・
引取証明書を保存



承認者

松下

・給油時の灯油の流出 ・歩道の側溝に流出の恐れあり、土嚢
・配管不織による灯油漏れ 　にて流出を食い止め、その後吸油 土嚢袋
・タンクの破損による灯油漏れ 　マットで吸い取る 吸油マット
・防油堤の腐食、破損 ・腐食の確認、バルブの開閉の確認
・配管不織による灯油漏れ ・二階ベランダ排水口への灯油流出を
・タンクの破損による灯油漏れ 　土嚢で止め、吸油マットで吸い取る
・防油堤の腐食、破損 ・腐食の確認、バルブの開閉の確認
・配管不織による灯油漏れ ・排水口への灯油の流出を防ぐ
・タンクの破損による灯油漏れ 　土嚢にて流出を食い止め、吸油
・防油堤の腐食、破損 　マットにて吸い取る

浄化槽の氾濫 ・雨水の流入による氾濫 ・点検時に悪臭や雨水の流入の確認
悪臭の発生 ・配管の破損による汚水漏れ ・点検記録簿により状況の確認をする

下伊那地方事務所　環境課 ０２６５－５３ー０４３４
飯田市　環境課 ０２６５－５３ー４５１１
伊賀良消防署 ０２６５－２５ー０１１９

（有）綿治硝子店 ０２６５－２２ー４１４１
飯田市　環境課 ０２６５－５３ー４５１１

（株）原鉄 ０２６５－２４ー１２０４

設備点検リスト
項目に異常なし

設備点検リスト
項目に異常なし

設備点検リスト
項目に異常なし

設備点検リスト
項目に異常なし

〇

〇

〇

〇

想定内容 対応策 必要資材 点検

合併浄化槽

緊 急 連 絡 先

土嚢袋
吸油マット

土嚢袋
吸油マット

点検記録

灯油の流出

P7

確認結果・検証
3月12日実施

灯油

7.　事故及び緊急事態想定及び対応策・点検結果

・緊急事態発生時、発見者は速やかに総務部（担当部署）へ連絡をする

・連絡を受けた物は責任者へ報告、緊急マニュアルに記入されている関係機関へ連絡し対応をする

地上メイン
灯油タンク

灯油の流出

灯油の流出

宮内

作成者

合併浄化槽

ボイラー暖房機
用灯油タンク

焼却炉助燃
用燃料タンク

場所 緊急事態



承認 作成

松下 宮内

苦情・要望者の
住所、氏名、連絡

先

対応者印

要望・苦情内容

対応者印

対処方法

対応者印

環境責任者
のコメント

環境責任
者印

P8

・苦情、要望は苦情・要望への対応書を記入し、環境委員、責任者へ提出をする

・環境委員、責任者は苦情・要望に対しての対処方法を決め対処する

・対処後環境責任者のコメント、承認印の記入の後、苦情・要望の連絡者へ対処の連絡を行う

ＥＡＮ－013－01

8..　苦情・要望への対応

2022年　　9月　30日

・苦情につては特になかった。
・要望事項先及び要望事項は別紙（顧客要望事項管理リストに記
載）

要望事項は別紙（顧客要望事項管理リストに記載）

別　　紙（顧客要望事項管理リストに記載）

ＲoＨＳの資料・ＭＳＤＳの資料の提出の要望あり今後もスムーズに
対応していく。



司会 松下 議事録 湯澤

・環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

・環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

・実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

9.　環境マネージメントレビュー議事録
2022年　11月15日

出席者：社長、松下、宮内、多武、清水、下平、白金、湯澤

議事（検証報告など） 評価・対策事項など

前期からの課題・問題点への取り組み、是正、予防の結果

①売り上げを伸ばしつつ、CO2の増加を抑える ①売り上げは伸びてCO2の増加となる、売上に

　対する相関に関しては特に問題なし、継続

②ＳＤＧｓ取得にあたり相乗効果が出るように ②名刺に記載、情報誌にも記載をする

　事業活動を考えて欲しい 　再生品の販売だけでなく、環境提案ができる

　企業になるように社員の意識も大切である

③環境配慮型の商品の提案、販売に注力をする ③脱プラで紙の袋への移行の提案で販売実績が

　脱プラ商品の提案、情報発信をして行く 　あった、シルビアなどの勉強会をして今後の

　販売に繋げる、今後も継続をして行く

73期の目標 73期の目標への取り組み

・CO2排出量　：　131,183ｋｇ以下 ・活動チェック表に沿って活動をして行く

・燃料使用量　：　47,909ℓ以下 ・ISOの品質目標に沿い、ミス、ロスを無くし

・電気使用量　：　47,909ｋｗｈ以下 　エネルギー消費を抑える

・灯油使用量　：　2,527ℓ以下 ・毎月の数量の確認をする、増えていれば検討

・水使用量　　：　148㎥以下 ・新入社員や会議での教育訓練を実施する

73期　各部署の目標 73期　目標

・営業部：[燃費1％向上、環境配慮型商品販売] ・環境配慮型の商品情報収集、提案の継続

・総務部：[コピー用紙の使用量削減] ・使用量を数値にして見える化をして行く

P9

・電気料金が高騰している中で、電気料金を減らすことは急務となっています、委員の皆さんが中心と

　なって削減への検討、提案をしてみて下さい。

・新しい社員も増えて以前行った外部より指導者を招いて燃費向上の講習をして貰うなど試みたい。

・物流部：[ノー残業の実施で電気量の削減] ・日を決めて実施、電気量削減の意識付け

社長より　検証・課題
・残念ながらCO2の削減に至らなかったが、売上との比較を見てみるとそれほど悪くはないと感じる。

　効率よく仕事ができるように考えて、来期以降のCO2排出量の削減に繋げていきたい。

・営業車を１台ハイブリットへ変更しました、数値を見て他の車もハイブリットへの移行を検討する。
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